
法
華
七
喩
と
日
蓮
聖
人
の
末
法
救
済
論
―
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
の
解
釈
を
中
心
に
―

高
森
大
乗

一
、
天
台
大
師
の
三
車
火
宅
喩
解
釈

天
台
大
師
は
『
法
華
文
句
』
に
譬
喩
品
を
釈
す
中
で
（
１
）

、
経
文
の
長
行
・
偈
頌
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

開
譬
・
合
譬
を
立
て
、
更
に
開
合
各
々
に
総
譬
・
別
譬
の
義
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
総
譬
で
は
主
に
三
車

火
宅
喩
の
「
長
者
」「
五
百
人
」「
三
十
子
」
と
い
っ
た
登
場
人
物
や
彼
ら
を
取
り
巻
く
「
火
宅
」「
火
起
」

「
一
門
」
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
（
２
）

、
別
譬
で
は
同
喩
に
お
け
る
長
者
と
諸
子
の
や
り
取
り

を
中
心
に
こ
れ
を
「
長
者
見
火
」
「
捨
几
用
車
」
「
等
賜
大
車
」
「
長
者
不
虚
」
の
各
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て

い
る
（
３
）

。
本
項
で
は
、
日
蓮
聖
人
と
の
関
連
か
ら
「
長
者
」
と
「
諸
子
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
そ
の
概
要

を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
長
者
」
に
つ
い
て
は
経
文
に
「
一
切
世
間
之
父
」（
４
）

「
衆
生
之
父
」（
５
）

「
一
切
衆
生
之
父
」（
６
）

「
衆
聖
中
尊
世
間
之
父
」（
７
）

「
我
則
是
父
」（
８
）

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
天
台
は
こ
れ
を
「
長
者
譬
於
我
。

我
即
釈
迦
一
化
之
主
也
」（
９
）

「
有
長
人
之
徳
。
（
中
略
）
自
知
具
足
智
断
慈
悲
万
徳
也
」（
１
０
）

「
七
種
方
便

賢
聖
中
尊
。
九
種
世
間
之
父
」（
１
１
）

と
解
説
さ
れ
る
。
財
富
無
量
の
「
長
者
」
と
は
無
量
の
徳
号
・
智
断

慈
悲
の
万
徳
を
具
足
す
る
如
来
で
あ
り
、
一
切
世
間
・
一
切
衆
生
・
九
界
の
父
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

一
方
、
「
諸
子
」
に
つ
い
て
天
台
は
「
五
百
人
譬
上
衆
生
。
（
中
略
）
三
十
子
譬
上
知
衆
生
性
欲
三
乗

行
人
也
」（
１
２
）

「
五
百
人
者
譬
上
衆
生
。
即
五
道
也
。
（
中
略
）
三
十
子
譬
上
知
衆
生
性
欲
」（
１
３
）

と
五
百

人
を
一
切
衆
生
、
三
十
子
を
三
乗
に
譬
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
双
方
と
も
に
一
切
衆
生
・
三
乗
根
性
の
義
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
１
４
）

。
こ
れ
ら
衆
生
が
「
四
倒
」
「
五
濁
」
「
八
苦
」
「
三
毒
」
よ
っ
て
蝕
ま
れ
る

様
を
「
火
起
」
に
譬
え
、
衆
生
の
住
す
る
三
界
の
不
安
穏
を
「
火
宅
」
に
な
ぞ
ら
え
る
の
が
火
宅
の
喩
で

あ
る
（
１
５
）

。
そ
し
て
こ
の
「
火
起
」
に
気
づ
か
な
い
衆
生
の
有
り
様
を
、
天
台
は
「
衆
生
全
不
覚
五
陰
八

苦
、
不
知
四
倒
三
毒
。
（
中
略
）
如
是
不
覚
於
苦
、
不
知
於
集
、
不
驚
傷
道
、
不
怖
失
滅
」（
１
６
）

と
四
諦

の
理
の
不
覚
不
知
不
驚
不
怖
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
諸
子
を
救
う
た
め
に
長
者
は
各
々
が
好
む
と
こ
ろ
の
三
車
を
用
い
て
こ
れ
を
誘
導
す
る
の
で
あ
る

が
、
天
台
は
そ
の
理
由
を

大
乗
化
功
為
父
命
。
衆
生
大
善
為
子
命
。
大
善
若
尽
即
子
命
断
。
子
命
断
則
化
功
亦
廃
。
即
父
命
断
。

（
１
７
）

と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
が
四
倒
五
濁
八
苦
を
い
つ
ま
で
も
覚
知
せ
ず
、
こ
れ
を
真
に
救
い
得

る
大
乗
の
法
華
経
を
聞
法
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
焼
死
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
仏
の
化
導
も
空
し
き
も
の
と

な
る
。
よ
っ
て
子
の
死
は
父
の
死
に
つ
な
が
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
仏
（
長
者
）
は
方
便

に
三
乗
（
三
車
）
を
説
い
て
火
宅
の
子
（
三
界
衆
生
）
を
教
導
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
車
火

宅
喩
に
お
い
て
は
釈
尊
（
長
者
）
と
衆
生
（
諸
子
）
の
父
子
一
体
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
か
く
し
て

長
者
が
諸
子
を
一
門
（
１
８
）

よ
り
誘
引
し
皆
等
し
く
大
白
牛
車
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
文
に
「
皆
是

我
子
」（
１
９
）

「
皆
是
吾
子
」（
２
０
）

「
悉
是
吾
子
」（
２
１
）

と
説
か
れ
る
救
済
の
世
界
が
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
天
台
は
経
文
の
「
長
者
各
賜
諸
子
等
一
大
車
」（
２
２
）

を
解
説
す
る
中
で
、

一
等
子
、
二
等
車
。
以
子
等
故
則
心
等
。
譬
一
切
衆
生
等
有
仏
性
。
仏
性
同
故
等
是
子
也
。
第
二
車

等
者
、
以
法
等
故
無
非
仏
法
。
譬
一
切
法
皆
摩
訶
衍
。
摩
訶
衍
同
故
等
是
大
車
。（
２
３
）

と
説
か
れ
、
同
じ
く
経
文
の
「
我
財
物
無
極
。
不
応
以
下
劣
小
車
与
諸
子
等
。
今
此
幼
童
皆
是
吾
子
。
愛



無
偏
黨
。
我
如
是
七
宝
大
車
其
数
無
量
。
応
当
等
心
各
各
与
之
不
宜
差
別
」（
２
４
）

を
釈
さ
れ
た
部
分
で
は
、

広
心
等
者
財
富
無
量
是
子
無
偏
。
是
故
心
等
。
若
富
而
非
子
、
是
子
而
貧
、
則
不
得
等
。
今
七
宝
大

車
其
数
無
量
、
若
教
若
行
皆
摩
訶
衍
。
即
財
多
也
。（
２
５
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
諸
子
は
悉
有
仏
性
と
い
う
点
で
差
別
が
な
く
（
等
子
）
、
よ
っ
て
長
者
は
持
て
る
大

白
牛
車
（
大
乗
摩
訶
衍
）
の
す
べ
て
を
諸
子
に
等
し
く
分
配
す
る
こ
と
（
等
車
）
が
で
き
る
。
無
仏
性
の

「
非
子
」「
貧
子
」
で
あ
れ
ば
「
等
賜
」
は
実
現
し
な
い
が
、
子
は
み
な
悉
有
仏
性
（
心
等
）
の
「
等
子
」

な
の
で
あ
る
か
ら
「
等
車
」
を
与
え
る
に
何
ら
不
備
は
な
い
の
で
あ
る
。
抜
苦
の
大
悲
と
与
楽
の
大
慈
（
２

６
）

は
衆
生
を
偏
黨
な
く
済
度
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
が
仏
の
愛
で
あ
る
（
愛
無
偏
黨
）
。
こ
の
よ

う
に
天
台
に
お
い
て
は
、
一
仏
乗
の
法
華
経
は
余
経
と
異
な
り
十
界
衆
生
す
べ
て
に
偏
頗
な
く
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
抜
苦
与
楽
の
仏
の
慈
悲
そ
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
。以

上
簡
単
で
は
あ
る
が
、
天
台
大
師
に
お
け
る
三
車
火
宅
喩
の
解
釈
を
「
長
者
」
と
「
諸
子
」
の
関
係

か
ら
概
観
し
て
み
た
。
そ
こ
に
は
衆
生
（
子
）
に
対
す
る
仏
（
父
）
の
慈
悲
の
世
界
が
明
か
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
天
台
は
、
父
子
の
間
に
あ
る
救
済
の
理
論
を
大
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
三
車

火
宅
喩
を
通
じ
て
二
乗
授
記
に
よ
る
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
開
三
顕
一
に
よ
る
一
切
諸
法
皆
摩
訶
衍
が
成

就
す
る
旨
を
強
調
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で
、
後
述
す
る
日
蓮
聖
人
の
解
釈
と
は
異
な
る
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
聖
人
は
こ
の
天
台
の
解
釈
を
土
台
と
し
て
、
末
法
相
応
の
救
済
観
を
樹
立
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
天
台
大
師
と
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
の
相
異
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
迹
門

重
視
の
天
台
が
開
三
顕
一
・
二
乗
作
仏
に
基
づ
く
法
華
経
観
に
立
脚
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
本
門
に
根
差

さ
れ
た
日
蓮
聖
人
は
末
法
救
済
を
本
懐
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
じ
譬
喩
に
対
す
る
両
者
の

見
解
も
自
ず
と
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

二
、
天
台
大
師
の
良
医
治
子
喩
解
釈

天
台
大
師
は
『
法
華
文
句
』
九
下
に
お
い
て
如
来
寿
量
品
の
譬
説
段
を
解
説
す
る
中
で
、
「
一
医
遠
行

譬
譬
過
去
益
物
。
二
還
已
復
去
譬
現
在
応
化
。
三
尋
復
来
帰
譬
未
来
応
化
」（
２
７
）

と
明
示
さ
れ
、
経
文
の

「
以
有
事
縁
遠
至
余
国
」（
２
８
）

を
過
去
益
物
、
「
是
時
其
父
還
来
帰
家
（
中
略
）
作
是
教
已
復
至
他
国
」（
２

９
）

を
現
在
益
物
、
「
尋
便
来
帰
咸
使
見
之
」（
３
０
）

を
未
来
益
物
に
配
し
て
、
良
医
治
子
喩
を
過
現
未
の
三

世
益
物
を
譬
え
る
も
の
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
天
台
は
、
経
文
の
一
文
一
句
に
つ
い
て
事
細
か
な

解
説
を
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
項
で
は
日
蓮
聖
人
教
学
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
良
医
・
諸
子
・
遣
使
の
関

係
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
天
台
の
解
釈
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
「
良
医
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
天
台
は
こ
れ
を
治
病
の
優
劣
か
ら
十
医
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
空
見
外
道
・
有
見
外
道
・
修
定
外
道
・
二
乗
・
蔵
教
菩
薩
・
通
教
菩
薩
・
別
教
菩
薩
・
円
教
初
心
（
住

前
）
菩
薩
・
円
教
後
心
（
住
上
）
菩
薩
・
如
来
に
配
当
し
て
、
三
達
五
眼
の
八
術
を
も
っ
て
一
時
に
一
切

の
病
を
治
す
如
来
を
「
究
竟
良
医
」（
３
１
）

と
定
め
ら
れ
た
。

次
に
「
諸
子
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
徳
薄
垢
重
に
し
て
邪
師
の
法
を
楽
著
・
信
受
す
る
た
め
に
三
界

に
堕
在
し
た
者
と
規
定
さ
れ
た
後
で
、

失
心
者
貪
著
三
界
失
先
所
種
三
乗
善
根
也
。
為
是
人
非
滅
唱
滅
。
不
失
心
者
雖
著
五
欲
而
不
失
三
乗
善
根
。

為
是
人
故
非
生
現
生
。（
３
２
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
「
不
失
心
」
は
善
強
悪
軽
の
た
め
に
五
欲
に
著
す
と
も
三
乗
の
善
根
を
失
わ
な
い
者

で
あ
る
か
ら
如
来
は
こ
の
人
の
た
め
に
「
非
生
現
生
」
（
我
少
出
家
得
三
菩
提
）
を
示
す
と
さ
れ
、
一
方



の
「
失
心
」
は
善
軽
悪
重
の
た
め
に
三
界
に
貪
著
し
て
三
乗
の
善
根
を
失
っ
た
者
で
あ
る
か
ら
如
来
は
こ

の
人
の
た
め
に
「
非
滅
現
滅
」
（
我
今
衰
老
死
時
已
至
）
を
示
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
失
心
」
「
不
失

心
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
『
法
華
玄
義
』
六
下
に
お
い
て
、

不
失
心
者
拝
跪
問
訊
求
索
救
護
与
薬
即
服
。
故
於
大
通
覆
講
説
妙
法
華
、
得
結
大
乗
父
子
。
其
失
心

者
雖
与
良
薬
而
不
肯
服
、
流
浪
生
死
逃
逝
他
国
。
即
起
方
便
或
作
三
蔵
結
縁
説
生
滅
之
法
、
或
作
通

教
結
縁
説
無
生
之
法
、
或
作
別
教
結
縁
説
不
生
生
恒
沙
仏
法
、
或
作
円
教
結
縁
説
不
生
不
生
一
実
相

法
。（
３
３
）

と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
不
失
心
」
は
大
通
久
遠
に
お
け
る
父
子
の
結
縁
を
忘
失
し
て
い
な
い
者
を
、

「
失
心
」
は
こ
れ
を
忘
失
し
て
前
四
味
余
経
に
惑
う
者
を
指
し
て
い
る
。

次
に
「
遣
使
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
文
句
』
に
、

遣
使
者
或
取
涅
槃
中
大
声
普
告
為
使
人
。
或
用
神
通
、
或
用
舎
利
、
或
用
経
教
等
為
使
人
。
今
用
四

依
菩
薩
。
語
衆
生
云
、
仏
已
滅
度
但
留
此
法
、
我
今
宣
弘
汝
当
受
行
也
。
後
時
衆
生
若
無
四
依
伝
述

経
法
、
豈
能
自
知
仏
已
滅
度
。
故
用
四
依
。
是
使
人
也
。（
３
４
）

と
あ
っ
て
、
四
依
の
菩
薩
を
こ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
四
依
と
は
、
『
大
般
涅
槃
経
』
四

依
品
の
人
四
依
（
三
賢
四
善
根
・
須
陀

と
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
）
を
指
し
て
お
り
、
後
述
す
る

日
蓮
聖
人
の
四
依
（
小
乗
四
依
・
大
乗
四
依
・
迹
門
四
依
・
本
門
四
依
）
と
は
趣
を
異
に
す
る
の
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
天
台
は
仏
滅
後
の
弘
経
者
と
し
て
「
仏
已
滅
度
」
を
伝
述
す
る
者
を
「
遣
使
」
と
定

め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
由
滅
後
衆
生
醒
悟
服
薬
修
行
以
作
因
縁
能
感
未
来
応
化
」（
３
５
）

と

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
遣
使
」
に
よ
っ
て
滅
後
の
衆
生
は
覚
醒
し
て
薬
を
服
用
し
、
法
華
を
修
行
す
る
こ

と
に
よ
り
本
仏
の
未
来
応
化
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
台
大
師
は
良
医
治
子
喩
を
三
世
益
物
の
各
面
か
ら
論
じ
ら
れ
、
在
世
・
滅
後
の
衆
生

救
済
の
構
図
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
の
基
本
的
思
想
は
後
の
日
蓮
聖
人
も
受
け
継
が
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
末
法
救
済
の
理
論
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
に
は
、
聖
人
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

註

（
１
）『
正
蔵
』
三
四
巻
六
三
頁
ｂ
～
七
九
頁
ｂ

（
２
）
『
正
蔵
』
三
四
巻
六
六
頁
ａ
～
六
七
頁
ｂ
（
長
行
開
譬
）
、
同
七
二
頁
ｃ
～
七
三
頁
ａ
（
長
行
合

譬
）
、
同
七
四
頁
ｃ
～
七
七
頁
ａ
（
偈
頌
開
譬
）
、
同
七
七
頁
ｃ
（
偈
頌
合
譬
）
の
各
所
に
説
明
さ

れ
る
。

（
３
）
『
正
蔵
』
三
四
巻
六
七
頁
ｂ
～
七
二
頁
ｃ
（
長
行
開
譬
）
、
同
七
三
頁
ａ
～
七
四
頁
ｃ
（
長
行
合

譬
）
、
同
七
七
頁
ａ
～
七
七
頁
ｃ
（
偈
頌
開
譬
）
、
同
七
七
頁
ｃ
～
七
八
頁
ｃ
（
偈
頌
合
譬
）
の
各

所
に
説
明
さ
れ
る
。
「
長
者
見
火
」
に
つ
い
て
は
能
見
（
如
来
の
智
眼
）
・
所
見
（
八
苦
四
倒
）
の

別
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
捨
几
用
車
」
に
つ
い
て
は
寝
大
施
小
の
意
と
解
さ
れ
て
、
擬
宜
三
車
・

知
子
所
好
・
歎
車
希
有
・
適
子
所
願
の
各
面
か
ら
こ
れ
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
等
賜
大
車
」

に
つ
い
て
は
免
難
・
索
車
・
等
賜
・
歓
喜
の
四
点
か
ら
こ
れ
を
解
説
さ
れ
、
「
長
者
不
虚
」
に
つ
い

て
も
免
難
不
虚
・
不
乖
本
心
不
虚
の
両
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。

（
４
）『
開
結
』
一
四
六
頁

（
５
）『
開
結
』
一
四
八
頁

（
６
）『
開
結
』
一
五
一
頁



（
７
）『
開
結
』
一
六
二
頁

（
８
）『
開
結
』
一
六
四
頁

（
９
）『
正
蔵
』
三
四
巻
六
六
頁
ａ

（10

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
四
頁
ｃ

（11

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
七
頁
ｃ

（12

）『
正
蔵
』
三
四
巻
六
六
頁
ａ

（13

）『
正
蔵
』
三
四
巻
六
七
頁
ａ

（14

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
三
頁
ａ
、
七
七
頁
ｃ
取
意
。

（15

）
「
四
倒
」
「
五
濁
」
「
八
苦
」
「
三
毒
」
に
つ
い
て
は
『
正
蔵
』
三
四
巻
六
七
頁
ｂ
～
六
八
頁
ａ
お

よ
び
六
九
頁
ａ
に
詳
し
く
、
三
界
の
火
起
に
つ
い
て
は
同
七
五
頁
ａ
～
七
七
頁
ａ
に
詳
し
い
。（16

）

『
正
蔵
』
三
四
巻
六
八
頁
ａ

（17

）『
正
蔵
』
三
四
巻
六
九
頁
ａ

（18

）「
一
門
」
に
つ
い
て
は
、
天
台
は
「
門
」
を
仏
道
門
と
定
め
ら
れ
（
『
正
蔵
』
三
四
巻
六
六
頁
ａ
）

「
一
」
と
は
唯
一
仏
乗
・
理
純
無
雑
を
譬
え
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
（
同
六
八
頁
ｃ
）。

（19

）『
開
結
』
一
五
二
頁

（20

）『
開
結
』
一
六
二
、
一
六
四
頁

（21

）『
開
結
』
一
六
二
頁

（22

）『
開
結
』
一
四
三
頁

（23

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
二
頁
ａ

（24

）『
開
結
』
一
四
四
頁

（25

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
二
頁
ｂ

（26

）『
正
蔵
』
三
四
巻
七
三
頁
ｂ

（27

）『
正
蔵
』
三
四
巻
一
三
四
頁
ａ

（28

）『
開
結
』
四
二
二
頁

（29

）『
開
結
』
四
二
二
～
四
二
四
頁

（30

）『
開
結
』
四
二
五
頁

（31

）『
正
蔵
』
三
四
巻
一
三
四
頁
ｂ

（32

）『
正
蔵
』
三
四
巻
一
三
四
頁
ｃ

（33

）『
正
蔵
』
三
三
巻
七
五
五
頁
ｃ

（34

）『
正
蔵
』
三
四
巻
一
三
五
頁
ｂ

（35

）『
正
蔵
』
三
四
巻
一
三
五
頁
ｂ

三
、
法
華
七
喩
と
日
蓮
聖
人
の
末
法
救
済
論
―
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
の
解
釈
を
中
心
に
―

日
蓮
聖
人
は
、
法
華
七
喩
の
う
ち
で
も
三
車
火
宅
喩
は
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
殊
に
「
今
此
三
界
」

（
１
）

の
文
は
比
較
的
頻
繁
に
遺
文
（
２
）

・
図
録
（
３
）

・
大
曼
荼
羅
本
尊
（
４
）

等
に
散
見
す
る
。
ま
た
そ
の
内
容

も
、
末
法
観
・
衆
生
観
・
釈
尊
観
・
国
土
観
・
孝
養
観
・
成
仏
観
・
救
済
観
な
ど
幅
広
い
問
題
を
論
じ
る

際
の
根
拠
と
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
聖
人
に
お
い
て
は
、
三
車
火
宅
喩
は
天
台
所
釈
の
開
顕
の
本
義

か
ら
は
遊
離
し
て
、
全
く
別
個
な
観
点
に
基
づ
い
た
解
釈
を
取
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
「
今
此
三
界
」
要

文
を
主
に
引
用
し
て
、
こ
れ
を
主
師
親
三
徳
と
い
う
独
自
の
概
念
で
も
っ
て
着
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
良
医
治
子
喩
に
関
し
て
は
、
聖
人
は
失
心
の
子
を
末
法
の
衆
生
、
良
薬
を
五
字
、
使
者
を
本
化



地
涌
の
菩
薩
と
解
さ
れ
、
自
ら
仏
勅
を
受
け
て
濁
悪
末
世
の
衆
生
を
救
う
仏
使
上
行
の
自
覚
に
住
し
、
妙

法
五
字
の
弘
通
に
専
念
さ
れ
た
。
聖
人
が
、
こ
の
良
医
治
子
喩
を
引
用
さ
れ
る
論
法
に
は
、
大
き
く
分
け

て
三
つ
の
様
相
が
確
認
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
「
失
本
心
」（
５
）

「
不
失
者
」（
６
）

「
不
失
心
者
」（
７
）

「
余
失
心

者
」（
８
）

等
の
経
文
を
引
い
て
、
在
世
・
滅
後
の
機
根
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は

「
是
好
良
薬
」（
９
）

「
遣
使
還
告
」（10

）

の
文
を
引
い
て
所
弘
の
法
や
能
弘
の
師
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
場
合

で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
「
我
亦
為
世
父
」（11

）

の
文
を
引
い
て
自
ら
の
釈
尊
観
を
示
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
に
は
そ
の
内
容
の
性
質
か
ら
い
く
つ
か
の
共
通

点
が
見
出
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
も
し
ば
し
ば
両
者
を
併
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
こ
れ

ら
の
譬
喩
に
基
づ
く
聖
人
の
教
示
と
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
説
示
と
を
取
り
上
げ
て
、
能
化
の
仏

た
る
本
仏
釈
尊
、
所
化
の
人
た
る
末
代
衆
生
、
能
弘
の
師
た
る
本
化
上
行
、
所
弘
の
法
た
る
妙
法
五
字
の

相
関
性
に
着
目
し
て
論
じ
て
み
る
。

（
一
）「
能
化
の
仏
」
に
つ
い
て

「
今
此
三
界
」
の
三
徳
偈
に
対
す
る
聖
人
の
代
表
的
解
釈
と
し
て
、
『
八
宗
違
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
五
二

五
～
五
二
六
頁
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
鈔
に
お
い
て
、
聖
人
は
経
文
を
主
・
師
・
親
に
配
当
（12

）

さ
れ
て

い
る
。今

此
三
界
皆
是
我
有
主
国
王
・
世
尊
也｡

其
中
衆
生
悉
是
吾
子
親
父
也｡
而
今
此
処
多
諸
患
難
唯
我
一
人
導
師

。
能
為

救
護
。
寿
量
品
云
我
亦
為
世
父
。

主

国
主

報
身
如
来

師

応
身
如
来

親

法
身
如
来

こ
こ
で
は
「
我
有
」
を
主
徳
に
、
「
吾
子
」
を
親
徳
に
、
「
救
護
」
を
師
徳
に
配
さ
れ
、
更
に
こ
の
主

師
親
三
徳
を
法
報
応
三
身
に
配
当
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
寿
量
品
の
「
我
亦
為
世
父
」
の
引
用
は
釈
尊
の
「
父
」

と
し
て
の
側
面
を
強
調
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、聖
人
に
お
い
て
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
に
お
け
る
「
釈

尊
＝
親
父
」
と
し
て
の
性
格
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
し
と
い
え
る
（13

）

。
聖
人
は
、
遺
文
の
随

所
で
釈
尊
と
衆
生
と
を
親
子
・
師
弟
・
主
従
の
関
係
に
置
い
て
本
仏
の
慈
悲
の
世
界
を
強
調
さ
れ
、
こ
の

三
徳
は
法
華
経
に
お
い
て
の
み
究
尽
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
（14

）

。

ま
た
、
こ
の
三
徳
具
備
の
法
門
は
釈
尊
御
領
観
と
対
を
な
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
（15

）

、
釈
尊

の
領
地
た
る
娑
婆
世
界
に
他
仏
を
奉
る
の
は
釈
尊
に
対
す
る
不
孝
・
逆
路
・
七
逆
の
行
為
で
あ
る
と
論
じ

ら
れ
る
。
娑
婆
世
界
を
釈
尊
の
領
土
と
見
な
さ
れ
る
の
は
三
徳
中
の
主
徳
に
起
因
す
る
も
の
と
解
釈
で
き

る
が
、
聖
人
は
主
師
親
具
足
を
理
由
に
釈
尊
御
領
観
を
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
『
一
谷
入
道
御
書
』（
『
定

遺
』
九
九
二
～
九
九
三
頁
）
で
は
我
等
衆
生
を
「
御
子
」
「
御
弟
子
」
「
御
民
」
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
聖
人
は
三
徳
偈
中
の
「
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
の
文
と
な
ら
ん
で
、
し
ば
し
ば
寿
量
品
の
「
我

亦
為
世
父

救
諸
苦
患
者
」
の
文
を
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
釈
尊
を
我
等
の
慈
父
と
し
て
捉
え
よ

う
と
さ
れ
た
聖
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
但
し
、
良
医
治
子
喩
の
「
父
（
良
医
）
」
は
、
長
者

窮
子
喩
の
「
父
（
長
者
）
」
よ
り
も
医
師
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
「
良
医
」
た
る
本
仏
釈

尊
が
三
毒
無
明
に
よ
っ
て
病
に
冒
さ
れ
た
「
失
本
心
」
の
輩
に
妙
法
五
字
の
「
良
薬
」
を
服
せ
し
め
る
「
良

医
」
で
あ
る
と
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
よ
り
末
法
救
済
の
思
想
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
釈
尊
が
娑
婆
有
縁
の
主
師
親
三
徳
具
備
の
仏
と
さ
れ
る
の
が
聖
人
の
基
本
的
立
場
な
の

で
あ
る
が
、
聖
人
は
こ
の
三
徳
の
中
で
も
殊
更
に
親
徳
に
重
き
を
置
か
れ
、
仏
と
我
等
と
の
関
係
を
親
子



・
父
子
・
母
子
な
ど
に
よ
っ
て
譬
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（16

）

。
そ
こ
で
は
、
釈
尊
は
親
で
あ
り
衆
生
は

子
で
あ
る
か
ら
、
親
の
真
実
の
教
え
（
法
華
経
）
に
背
く
子
（
末
代
衆
生
）
は
、
不
孝
の
者
（
謗
法
逆
機
）

で
あ
る
と
呵
責
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
不
孝
不
信
の
者
は
親
た
る
釈
尊
の
救
い
を
得
る
こ
と
は

で
き
ず
、
信
心
孝
養
の
者
の
み
が
済
度
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
法
華
経
に
対
す
る
信
不
信
は
、
釈

尊
に
対
す
る
孝
不
孝
と
な
り
、
我
等
の
色
心
の
成
不
成
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
〇
八
四
～
一
〇
八
五
頁
）
に
は
、

大
地
の
底
よ
り
上
行
菩
薩
と
申
せ
し
老
人
を
召
い
だ
し
て
、
多
宝
仏
・
十
方
の
諸
仏
の
御
前
に
し
て
、

釈
迦
如
来
七
宝
の
塔
中
に
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
上
行
菩
薩
に
ゆ
づ
り
給
。
其
故
は
我
が
滅

後
の
一
切
衆
生
は
皆
我
子
也
。
い
づ
れ
も
平
等
に
不
便
に
を
も
う
な
り
。
（
中
略
）
末
法
に
入
な
ば

迦
葉
・
阿
難
等
、
文
殊
・
弥
勒
菩
薩
等
、
薬
王
・
観
音
等
の
ゆ
づ
ら
れ
し
と
こ
ろ
の
小
乗
教
・
大
乗

教
竝
に
法
華
経
は
文
字
は
あ
り
と
も
衆
生
の
病
の
薬
と
は
な
る
べ
か
ら
ず
。
所
謂
病
は
重
し
薬
は
あ

さ
し
。
其
時
上
行
菩
薩
出
現
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
一
閻
浮
提
の
一
切
衆
生
に
さ
づ
く
べ
し
。

と
論
じ
ら
れ
、
子
で
あ
る
滅
後
衆
生
に
対
す
る
釈
尊
の
慈
悲
と
末
法
救
済
の
大
法
が
五
字
に
あ
る
こ
と
を

示
さ
れ
て
い
る
。
薬
と
病
の
説
示
に
つ
い
て
は
寿
量
品
の
良
医
治
子
喩
を
取
意
さ
れ
た
も
の
と
推
察
で
き

る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
に
展
開
さ
れ
る
救
済
の
世
界
が
聖
人
の
認
識
の
中
で

ひ
と
つ
の
思
想
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
三
車
火
宅
の
喩
え
は
、
単
な
る
開
顕
思
想
を
説
明
す
る
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
釈
尊
と
衆
生
と
の
父
子
・
子
弟
・
主
従
関
係
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
信
心
と
救
済
の
世
界

を
顕
し
た
説
示
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
の
三
車
火
宅
喩
は
良
医
治
子
喩
と

重
ね
合
わ
せ
て
解
釈
さ
れ
、
聖
人
の
救
済
観
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
る
と
看
取
で
き
る
。
こ
う
し
た
教
主

・
本
師
・
慈
父
た
る
釈
尊
を
巡
っ
て
展
開
さ
れ
る
末
法
救
済
観
に
立
脚
し
て
、
聖
人
は
三
徳
具
備
・
三
五

有
縁
の
釈
尊
を
蔑
ろ
に
し
他
仏
の
本
尊
を
崇
め
る
末
代
の
逆
縁
謗
法
の
徒
輩
を
不
孝
・
不
知
恩
の
者
と
破

折
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）「
所
化
の
人
」
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
末
代
の
衆
生
に
つ
い
て
、「
実
子
」（
『
定

遺
』
七
七
二
頁
）
、
「
愛
子
」
（
『
定
遺
』
八
一
二
頁
）
、
「
我
子
」
（
『
定
遺
』
九
二
二
頁
）
、
「
御
子
」
（
『
定

遺
』
九
二
二
頁
）
、
「
御
弟
子
」
（
『
定
遺
』
九
九
二
頁
）
、
「
御
民
」
（
『
定
遺
』
九
九
二
頁
）
等
と
説
か
れ

て
お
り
、
親
父
・
慈
父
た
る
釈
尊
の
比
類
な
き
情
愛
と
加
被
を
確
信
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
末

代
衆
生
は
そ
う
し
た
釈
尊
の
慈
愛
を
知
ら
な
い
不
孝
・
不
知
恩
の
謗
法
逆
機
で
あ
り
、
三
五
の
下
種
を
忘

失
し
た
失
心
者
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
の
が
聖
人
の
立
場
で
あ
る
。
特
に
『
観
心
本
尊
抄
』
（
『
定
遺
』

七
一
六
頁
）
で
は
、
寿
量
品
の
良
医
治
子
喩
を
ほ
ぼ
全
文
引
用
し
て
法
華
経
の
弘
ま
る
時
機
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
、
「
不
失
心
」
と
は
在
世
の
機
根
で
あ
り
、
久
遠
の
本
時
に
聞
法
下
種
さ
れ
、
あ
る
い
は
三
千
塵

点
劫
の
昔
に
大
通
結
縁
さ
れ
た
本
已
有
善
の
者
で
、
今
番
爾
前
四
味
お
よ
び
法
華
迹
門
に
よ
っ
て
成
熟
さ

れ
今
番
法
華
本
門
で
得
脱
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
失
本
心
」
と
は
滅
後
末
法
の
機
根
で
あ
り
、
過
去

下
種
結
縁
な
き
、
あ
る
い
は
過
去
下
種
忘
失
の
本
未
有
善
の
者
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（17

）

。

ま
た
『
四
信
五
品
鈔
』
（
『
定
遺
』
一
二
九
五
～
一
二
九
六
頁
）
で
は
、
こ
の
在
世
の
「
不
失
心
」
と

滅
後
の
「
失
心
者
」
に
つ
い
て
、
と
も
に
そ
の
行
位
断
証
は
名
字
即
で
あ
る
と
定
め
、
た
と
え
失
心
の
者

で
も
本
心
（
信
心
）
を
起
こ
し
て
法
華
経
を
信
ず
れ
ば
、
「
以
信
代
慧
」
「
信
慧
因
」
と
な
っ
て
名
字
即

成
す
る
旨
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
良
医
治
子
喩
で
は
、
失
本
心
の
狂
子
た
ち
も
父
の
死
の
知
ら
せ
を
受
け



て
最
後
に
本
心
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
、
我
等
末
代
の
衆
生
も
早
く
「
信
仰
の
寸
心
」
を
改
め
て
速
や
か

に
「
実
乗
の
一
善
」
に
帰
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
標
榜
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
聖
人
が
末
代
の
衆
生
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、
『
涅
槃
経
』
梵
行
品
の
七
子
の
譬
（
『
正

蔵
』
一
二
巻
四
八
一
頁
ａ
）
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
（18

）

、
七
子
に
対
す
る
父
母
の
愛
は
平
等
で
あ

る
が
中
で
も
重
病
の
第
七
子
に
は
多
大
な
る
慈
愛
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
末
代
謗
法
の
衆
生
に
対
し
て

は
釈
尊
の
慈
悲
が
最
も
注
が
れ
る
の
で
あ
っ
て
、そ
の
慈
悲
の
最
た
る
も
の
が
法
華
経
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

聖
人
は
第
七
の
病
子
を
謗
法
・
五
逆
・
闡
提
に
比
定
さ
れ
、
一
切
衆
生
は
み
な
仏
の
子
で
あ
る
が
、
末
代

に
お
い
て
は
「
罪
ふ
か
く
し
て
世
間
の
父
母
を
こ
ろ
し
仏
経
の
か
た
き
と
な
る
者
」（19

）

す
な
わ
ち
世
間
の

父
母
た
る
釈
尊
と
法
華
経
の
恩
を
忘
れ
た
不
孝
・
不
知
恩
の
輩
で
あ
り
、
み
な
謗
法
の
病
に
冒
さ
れ
て
い

る
と
言
及
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
諸
病
之
中
謗
法
華
経
第
一
重
病
也
。
諸
薬
之
中
南
無
妙
法
蓮

華
経
第
一
良
薬
也
」（20

）

と
謗
法
療
治
の
要
法
が
五
字
七
字
に
極
ま
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
釈
尊
の
慈
悲
と

救
済
の
世
界
が
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
）「
所
弘
の
法
」
に
つ
い
て

次
に
良
医
治
子
喩
の
「
良
薬
」
に
着
目
し
て
聖
人
の
遺
文
を
拝
す
る
と
、
「
是
好
良
薬
」
の
文
を
直
接

引
用
さ
れ
た
例
は
、『
観
心
本
尊
抄
』（
『
定
遺
』
七
一
七
頁
）
と
『
法
華
取
要
抄
』（
『
定
遺
』
八
一
四
頁
）

の
二
例
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
聖
人
が
「
良
薬
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ら
れ
る

場
合
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
「
病
之
良
薬
」（
『
開
結
』
五
二
九
頁
）
の
引
文
が
あ
る
（21

）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
聖
人
に
お
い
て
こ
れ
ら
「
良
薬
」
の
指
す
本
義
が
、
法
華
経
、
就
中
題
目
の
五
字
七
字

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
法
華
経
を
良
薬
あ
る
い
は
妙
薬
と
定
め
ら
れ
た

事
例
は
多
く
（22

）

、
「
是
好
良
薬
」
に
依
る
も
の
な
の
か
「
病
之
良
薬
」
に
依
る
も
の
な
の
か
判
然
と
し
な

い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
聖
人
は
双
方
の
良
薬
の
義
を
一
体
化
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
示
唆

で
き
る
。

こ
こ
で
「
病
」
と
「
良
薬
」
に
関
連
す
る
聖
人
の
説
示
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
「
病
」
に
は
「
一
者
軽

病
、
二
者
重
病
」（
『
定
遺
』
八
六
一
頁
）
あ
る
い
は
「
一
に
は
身
の
病
（
中
略
）
二
に
は
心
の
病
」（
『
定

遺
』
一
五
一
七
、
一
五
二
三
頁
）
と
が
あ
る
が
、
中
で
も
心
の
病
は
重
病
で
あ
っ
て
「
世
に
難
治
の
病
三

あ
り
。
一
に
は
四
重
、
二
五
逆
、
三
謗
大
乗
な
り
」
（
『
定
遺
』
二
六
六
頁
）
、
「
諸
病
之
中
謗
法
華
経
第

一
重
病
也
」
（
『
定
遺
』
八
一
五
頁
）
、
「
一
切
の
病
の
中
に
は
五
逆
罪
と
、
一
闡
提
と
、
謗
法
を
こ
そ
お

も
き
病
」
（
『
定
遺
』
一
一
〇
三
頁
）
、
「
今
の
日
本
国
の
人
は
一
人
も
な
く
極
大
重
病
あ
り
、
所
謂
大
謗

法
の
重
病
也
」
（
『
定
遺
』
一
一
〇
三
頁
）
と
定
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
病
」
の
原
因
は
、
「
大
悪
瘡
の
湯

治
等
は
病
大
な
れ
ば
小
治
お
よ
ば
ず
」
（
『
定
遺
』
三
二
三
頁
）
、
「
病
人
に
薬
を
あ
た
ふ
る
に
は
さ
き
に

服
し
た
る
薬
の
様
を
知
る
べ
し
。
薬
と
薬
と
が
ゆ
き
合
い
て
あ
ら
そ
ひ
を
な
し
、
人
を
そ
ん
ず
る
事
あ
り
」

（
『
定
遺
』
三
二
四
頁
）
、
「
病
の
起
を
知
ざ
ら
ん
人
の
病
を
治
せ
ば
弥
よ
病
は
倍
増
す
べ
し
」
（
『
定
遺
』

九
七
九
頁
）
等
と
あ
る
よ
う
に
、
「
医
師
の
習
病
に
随
て
薬
を
さ
づ
く
る
事
」
（
『
定
遺
』
一
〇
八
四
頁
）

ひ
い
て
は
教
機
時
国
序
の
五
義
を
知
ら
な
い
邪
師
悪
知
識
に
よ
っ
て
「
小
薬
」
（
『
定
遺
』
八
九
八
頁
）
・

「
中
薬
」
（
『
定
遺
』
八
九
八
頁
）・
「
凡
薬
」
（
『
定
遺
』
一
二
四
二
、
一
二
四
八
頁
）
・
「
軽
薬
」
（
『
定
遺
』

一
三
一
七
頁
）
を
服
用
さ
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
「
諸
薬
之
中
南
無
妙
法

蓮
華
経
第
一
良
薬
也
」（
『
定
遺
』
八
一
五
頁
）
、「
療
治
重
病
構
索
良
薬
救
助
逆
謗
不
如
要
法
」（
『
定
遺
』

八
九
五
頁
）
と
断
ぜ
ら
れ
て
、
釈
尊
が
「
上
行
菩
薩
に
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
も
た
し
め
て
謗
法
一
闡
提

の
白
癩
病
の
輩
の
良
薬
と
せ
ん
」
（
『
定
遺
』
一
〇
一
七
頁
）
と
付
嘱
さ
れ
た
題
目
五
字
こ
そ
が
末
法
救



済
の
大
法
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
さ
れ
、
次
下
に
「
法
華
経
を
ひ
ろ
む
る
者
は
日
本
の
一
切
衆
生
の
父
母

な
り
」
（
『
定
遺
』
一
〇
一
八
頁
）
と
自
身
を
一
切
衆
生
の
父
母
・
良
医
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
日
蓮
聖
人
は
、
慈
父
・
本
師
た
る
釈
尊
が
「
久
遠
の
良
医
」
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
仏
勅
を
受
け
て
末
代
に
法
華
経
を
弘
め
る
導
師
こ
そ
「
時
代
の
良
医
」
で
あ
る
と
い
う
理
念
に
集
約

さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

（
四
）「
能
弘
の
師
」
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
は
、
「
今
留
在
此
」
の
題
目
五
字
を
親
父
た
る
釈
尊
の
大
慈
大
悲
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
、
本

化
上
行
末
法
応
現
の
自
覚
に
住
し
、
法
華
経
の
弘
通
に
専
心
さ
れ
た
。
良
医
治
子
喩
に
は
父
の
死
す
な
わ

ち
釈
尊
の
滅
度
を
告
げ
る
「
遣
使
還
告
」
の
一
節
が
あ
る
が
、
聖
人
は
遺
文
中
に
一
箇
所
だ
け
こ
れ
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
、
独
自
の
解
釈
を
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
観
心
本
尊
鈔
』
（
『
定
遺
』
七

一
六
～
七
一
七
頁
）
に
お
い
て
、

問
曰
此
経
文
遣
使
還
告
如
何
。
答
曰
四
依
也
。
四
依
有
四
類
。
（
中
略
）
四
本
門
四
依
地
涌
千
界
末

法
始
必
可
出
現
。
今
遣
使
還
告
地
涌
也
。
是
好
良
薬
寿
量
品
肝
要
名
体
宗
用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
是

也
。
此
良
薬
仏
猶
不
授
与
迹
化
。
何
況
他
方
乎
。

と
説
か
れ
て
、
「
使
」
を
本
門
の
四
依
た
る
本
化
地
涌
の
菩
薩
、
「
良
薬
」
を
五
重
玄
具
足
の
妙
法
五
字

七
字
に
配
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
今
留
在
此
」
と
は
「
失
本
心
」
の
末
代
衆
生
の
た
め
に

こ
の
妙
法
五
字
が
留
め
置
か
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
の
解
釈
を
下
さ
れ
、
「
此
時
地
涌
菩
薩
始
出

現
世
但
以
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
服
幼
稚
」
（
『
定
遺
』
七
一
九
頁
）
と
、
逆
化
に
よ
る
題
目
の
下
種
結
縁

を
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
は
「
日
蓮
は
幼
若
の
者
な
れ
ど
も
、
法
華
経
を
弘
れ
ば
釈
迦
仏
の
御
使
ぞ
か
し
」

（
『
定
遺
』
九
七
六
頁
）
の
文
を
始
め
、
遺
文
の
随
所
に
「
釈
迦
仏
の
御
使
」（
『
定
遺
』
九
九
六
頁
）
、「
父

母
の
使
」
（
『
定
遺
』
九
九
六
頁
）
、
「
仏
の
御
使
」
（
『
定
遺
』
一
〇
一
七
頁
）
、
「
仏
使
」
（
『
定
遺
』
一
三

二
四
頁
）
、
「
教
主
釈
尊
御
使
」
（
『
定
遺
』
一
三
八
八
頁
）
等
と
自
己
の
仏
使
・
如
来
使
と
し
て
の
自
覚

を
表
顕
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
釈
尊
の
使
と
は
取
り
も
直
さ
ず
「
親
」
の

使
で
あ
り
、
「
主
」
の
使
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
如
説
修
行
の
行
者
日
蓮
こ
そ
「
日
本
国
の
諸
人

に
し
た
し
父
母
也
」
（
『
定
遺
』
六
〇
八
頁
）
、
「
日
蓮
為
日
本
国
人
賢
父
也
・
聖
親
也
。
導
師
也
」
（
『
定

遺
』
六
三
八
頁
）
と
断
言
せ
ら
れ
、
自
身
を
衆
生
の
父
母
（
親
）
・
導
師
（
師
）
で
あ
る
と
宣
明
さ
れ
て

い
る
。
同
様
の
義
は
『
一
谷
入
道
御
書
』（
『
定
遺
』
九
九
六
頁
）
に
お
い
て
、

日
蓮
は
愚
な
れ
ど
も
、
釈
迦
仏
の
御
使
・
法
華
経
の
行
者
也
と
な
の
り
候
を
、
用
ざ
ら
ん
だ
に
も
不

思
議
な
る
べ
し
。
其
失
に
依
て
国
破
れ
な
ん
と
す
。
況
や
或
は
国
々
を
追
ひ
、
或
は
引
は
り
、
或
は

打
擲
し
、
或
は
流
罪
し
、
或
は
弟
子
を
殺
し
、
或
は
所
領
を
取
る
。
現
の
父
母
の
使
を
か
く
せ
ん
人

よ
か
る
べ
し
や
。
日
蓮
は
日
本
国
の
人
々
の
父
母
ぞ
か
し
、
主
君
ぞ
か
し
、
明
師
ぞ
か
し
。

と
の
説
示
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
釈
尊
に
お
け
る
主
師
親
三
徳
の
義
を
も
っ
て
法
華
経
弘
通
の
仏
勅

を
受
け
た
如
来
使
は
釈
尊
と
同
格
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
蓮
聖
人
と
三

徳
具
備
の
釈
尊
と
は
、
末
法
救
済
の
慈
悲
と
使
命
を
帯
び
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
右
に
示
し
た

説
示
も
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
説
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、『
下
山
御
消
息
』（
『
定
遺
』
一
三
三
一
頁
）
に
は
、

余
は
日
本
国
の
人
々
に
は
上
は
天
子
よ
り
下
は
万
民
に
い
た
る
ま
で
三
の
故
あ
り
。一
に
は
父
母
也
、

二
に
は
師
匠
也
、
三
に
は
主
君
の
御
使
也
。
経
云
即
如
来
使
。
又
云
眼
目
也
。
又
云
日
月
也
。



と
説
か
れ
、
「
日
蓮
」
＝
「
父
母
」
「
師
匠
」
「
主
君
の
御
使
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
「
日
蓮
＝
主
君
」

に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
た
の
は
先
の
『
一
谷
入
道
御
書
』
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
主
」（
釈
尊
）
の
「
使
」

（
仏
使
）
と
い
う
立
場
を
用
い
ら
れ
て
、
日
蓮
聖
人
御
自
身
が
三
徳
具
備
た
る
理
由
を
明
か
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
主
の
代
理
・
代
弁
者
と
し
て
使
が
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
使
は
主
徳
を
備
え

る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
久
遠
の
本
師
「
釈
尊
」
の
使
い
が
末
法
の
導
師
「
日
蓮
」
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
意
味
で
師
徳
の
側
面
か
ら
も
両
者
の
意
義
は
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
聖
人
は
釈
尊
を
「
久
遠
の
良
医
」
、
自
ら
を
「
末
法
の
良
医
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

親
徳
（23

）

の
側
面
に
お
い
て
も
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
「
主
」
た
る
釈
尊
は
「
仏

使
」
「
遣
使
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
「
主
」
た
る
聖
人
と
一
体
化
し
、
「
師
」
「
親
」
た
る
釈
尊
は
「
良

医
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
「
師
」
「
親
」
た
る
聖
人
と
一
体
化
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
法
華
経
の

行
者
「
日
蓮
」
は
主
師
親
三
徳
の
各
面
で
法
華
経
の
行
者
「
釈
尊
」
と
一
体
と
な
り
、
釈
尊
と
同
じ
法
華

経
弘
通
の
使
命
と
衆
生
救
済
の
慈
悲
と
を
受
け
継
ぐ
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
遺
文
に
お
け
る
三
車
火
宅
・
良
医
治
子
の
譬
喩
の
引
用
形
態
と
日
蓮
聖
人
教
学
と
の
係
わ
り
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
本
章
の
考
察
に
よ
り
、
聖
人
は
、
開
顕
思
想
に
立
脚
し
た
天
台
教
学
的
な

七
喩
の
解
釈
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
父
子
・
師
弟
・
主
従
の
関
係
に
よ
っ
た
仏
と
衆
生
と
の
結
び

つ
き
に
着
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
天
台
所
釈
の
義
よ
り
も
譬
喩
所
説
の
内
容
そ

の
も
の
に
着
眼
し
て
解
説
を
加
え
ら
れ
る
向
き
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
譬
喩
に
共
通
の
主
題
と
し
て
説
か
れ

て
い
る
主
師
親
三
徳
の
思
想
を
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
聖
人
の

譬
喩
引
用
の
姿
勢
が
末
代
凡
夫
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
の
表
出
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
天
台
が
法
華
開
会
の
理
念
と
し
て
用
い
ら
れ
た
七
喩
を
、
日
蓮
聖
人
は
濁
悪
世
末
法
の
今
と
い
う
時

に
立
っ
て
咀
嚼
し
直
さ
れ
、
末
法
救
済
の
視
点
か
ら
そ
の
文
言
を
純
粋
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

殊
に
、
釈
尊
と
我
等
と
の
父
子
関
係
即
ち
三
徳
中
の
親
徳
を
重
視
し
て
、
三
車
火
宅
喩
の
「
今
此
三
界
」

や
良
医
治
子
喩
の
「
我
亦
為
世
父
」
等
の
文
を
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
両
喩
に

説
か
れ
る
父
子
の
説
示
が
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
人
が
こ
れ
ら
の
譬
喩
の
義
理
を

同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
ま
た
、
寿
量
品
の
「
父
」
は
、
譬
喩
品
の
そ
れ
よ
り
も
医
師

と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
聖
人
は
こ
れ
を
も
っ
て
、
本
仏
釈
尊
（
本
師
）
あ
る
時
は
本
化
上

行
（
導
師
）
を
悪
知
識
や
三
毒
無
明
の
「
毒
」
に
よ
っ
て
五
逆
謗
法
の
「
病
」
に
冒
さ
れ
た
「
失
本
心
」

の
輩
に
妙
法
五
字
の
「
良
薬
」
を
服
せ
し
め
る
「
良
医
」
で
あ
る
と
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
聖
人
の
こ
う

し
た
親
徳
強
調
の
根
底
に
は
三
徳
具
備
の
釈
尊
観
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
内
証
の
発

露
が
三
徳
の
各
面
に
お
け
る
「
釈
尊
＝
日
蓮
」
の
説
示
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
車
火
宅
喩
に
お
け

る
主
師
親
三
徳
を
良
医
治
子
喩
に
お
け
る
「
遣
使
」
「
良
医
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
、
末
法
の
日
蓮
こ

そ
三
徳
具
備
た
る
こ
と
を
披
瀝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
『
開
結
』
一
六
二
頁
。
浅
井
圓
道
師
は
「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
（
『
紀
要
』
第

五
号
）
に
お
い
て
、
「
今
此
三
界
」
の
主
師
親
配
当
は
天
台
・
妙
楽
に
は
な
く
、
『
涅
槃
経
』
あ
る

い
は
章
安
大
師
灌
頂
『
涅
槃
経
疏
』
の
主
師
親
釈
に
よ
っ
て
釈
尊
が
三
徳
具
足
の
仏
で
あ
る
と
い
う



認
識
を
持
つ
に
至
り
、
そ
れ
を
譬
喩
品
偈
文
乃
至
寿
量
品
偈
文
に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
因
に
、
『
涅
槃
経
疏
』
の
本
文
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
歎
三
号
者
欲
明
三
事
。
初
歎
如

来
。
先
同
諸
仏
生
其
尊
仰
。
是
為
世
父
。
応
供
者
是
上
福
田
能
生
善
業
。
是
為
世
主
。
正
遍
知
者
能

破
疑
滞
生
其
智
解
。
是
為
世
師
」
（
『
正
蔵
』
三
八
巻
四
五
頁
ｃ
）
あ
る
い
は
「
良
以
初
請
一
体
之

仏
作
主
親
師
。
一
体
之
親
施
其
常
命
色
力
。
一
体
之
主
施
其
常
安
。
一
体
之
師
施
其
常
弁
。
令
其
身

内
一
体
三
宝
三
仏
性
顕
自
他
内
外
等
無
差
別
」
（
『
正
蔵
』
三
八
巻
五
五
頁
ｃ
）
等
の
説
明
が
あ
る
。

（
２
）
『
定
遺
』
三
二
〇
、
四
四
三
、
四
四
五
、
五
二
五
、
六
四
五
、
六
七
六
、
七
七
二
、
九
一
四
、
九

四
四
、
一
三
三
六
、
一
三
四
〇
、
一
八
二
七
、
一
八
四
八
頁
等
。

（
３
）『
定
遺
』
二
二
八
三
、
二
三
〇
二
、
二
三
八
六
、
二
三
九
〇
頁
等
。

（
４
）『
御
本
尊
集
目
録
』
一
六
、
四
一
、
四
三
、
九
八
、
一
二
八
頁
等
。

（
５
）『
開
結
』
四
二
二
頁

（
６
）『
開
結
』
四
二
二
頁

（
７
）『
開
結
』
四
二
三
頁

（
８
）『
開
結
』
四
二
三
頁

（
９
）『
開
結
』
四
二
四
頁

（10

）『
開
結
』
四
二
四
頁

（11

）『
開
結
』
四
二
九
頁

（12

）
浅
井
圓
道
師
前
掲
書
。

（13

）
釈
尊
を
我
等
が
慈
父
と
見
な
す
説
示
は
、
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（
『
定
遺
』
四
四
四
頁
）
、
『
開

目
抄
』
（
『
定
遺
』
五
八
四
頁
）
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八
一
二
～
八
一
三
頁
）
、
『
高
橋
入
道

殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
〇
八
三
頁
）
、
『
松
野
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
四
四
一
頁
）
等
に
見
受

け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
三
車
火
宅
喩
・
良
医
治
子
喩
の
経
文
の
直
接
の
引
用
は
な
い
も
の
の
、
両

喩
の
説
示
を
取
意
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

（14

）『
定
遺
』
三
二
〇
～
三
二
一
、
六
七
六
～
六
七
七
、
一
三
一
九
、
一
三
四
〇
頁
等
。

（15

）『
定
遺
』
八
一
二
～
八
一
三
、
八
八
一
、
一
三
三
七
、
一
三
三
九
～
一
三
四
〇
頁
等
。

（16

）『
定
遺
』
四
四
三
～
四
四
五
、
六
四
五
、
七
七
二
、
九
四
四
、
一
〇
八
四
～
一
〇
八
五
頁
等
。

（17

）「
失
本
心
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
守
護
国
家
論
』（
『
定
遺
』
一
二
〇
頁
）
、『
兄
弟
鈔
』（
『
定
遺
』

九
二
二
頁
）
に
詳
し
い
。

（18

）『
定
遺
』
七
一
九
、
八
一
五
、
九
〇
三
、
九
九
九
頁
等
。

（19

）『
妙
一
尼
御
前
御
消
息
』（
『
定
遺
』
九
九
九
頁
）。

（20

）『
法
華
取
要
抄
』（
『
定
遺
』
八
一
四
～
五
頁
）。

（21

）
『
立
正
安
国
論
』
（
『
定
遺
』
二
〇
九
頁
）
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
『
定
遺
』
八
一
四
～
五
頁
）
『
可
延

定
業
御
書
』
（
『
定
遺
』
八
六
一
頁
）
、
『
曾
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
『
定
遺
』
八
九
五
、
九
〇
三
頁
）
、

『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
一
七
頁
）
、
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
〇
九
一
頁
）
、
『
妙

心
尼
御
前
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
〇
三
頁
）
、
『
太
田
入
道
殿
御
返
事
』
（
『
定
遺
』
一
一
一
六
、

一
一
一
七
頁
）
等
。

（22

）
『
開
目
鈔
』
（
『
定
遺
』
五
五
八
、
五
六
一
頁
）
、
『
撰
時
抄
』
（
『
定
遺
』
一
〇
三
八
頁
）
、
『
忘
持
経

事
』（
『
定
遺
』
一
一
五
〇
頁
）
、『
諌
暁
八
幡
抄
』（
『
定
遺
』
一
八
四
六
頁
）
等
。

（23

）
良
医
治
子
喩
の
「
釈
尊
」
は
、
父
母
で
あ
り
医
師
で
あ
る
か
ら
親
徳
・
師
徳
を
兼
ね
備
え
る
の
み

な
ら
ず
、
使
を
遣
わ
す
主
で
も
あ
る
か
ら
主
徳
を
も
兼
具
し
て
お
り
、
三
車
火
宅
喩
同
様
、
主
師
親



三
徳
具
備
の
仏
と
規
定
で
き
る
。


